
例会日 水曜日　１２：３０～１３：３０

例会場 ハピオ木野コミュニティーホール

創　立 平成5年10月19日

会　長 谷　口　善　一

副会長 高　倉　功　和

幹　事 野　村　泰　司 　　谷口会長挨拶

事務局 河東郡音更町木野大通西7丁目１

ハピオ木野内・Ｔel＆Fax (0155)30-2347

起　　立

握　　手

点　　鐘 谷口　善一　会　長

開会宣言 石王　亨　ＳＡＡ
ロータリーソング 奉仕の理想

　　米山奨学生　　　　　　エリヘム　様

　　　　村瀬　正明　会員

10月13日（水）創立記念例会18:30～

10月20日（水）会員卓話12:30～

10月27日（水）職場訪問12:30～十勝ｵｰﾊﾞﾙ

11 月 3 日（水）祝日休会日

第８０２回

2010年10月6日

　　帯広ロータリークラブ　渡辺　喜代美　様

ゲスト紹介

　　　　黒川　吉一　会員

　　　　作田　和昌　会員

　　　　畠山　誠一　会員

　　ＲＩ第2500地区米山記念奨学会運営副委員長

　　　　作田　和昌　会員

皆さんこんにちは、3日間におよぶ地区大会、皆さん多

くの方の出席ありがとうございました。私も、初めて3日

間を通して出席しましたが、よい話をたくさん聞く事がで

きました。 今月は米山月間という事で、ゲストとして

2500地区の米山記念奨学会運営副委員長の渡辺さん、そ

して中国からの米山奨学生のエリヘム君がお出でです。

昨今、新聞などで色んな記事がでていますけれども、地区

大会3日目の奨学生の皆さんのスピーチを聞きますと、

色々な国の若い人が日本を理解してくれていて、10年後、

20年後にはこんな問題はなくなっていると強く思いまし

た。そして、奨学生を応援していかなければと思い、皆さ

んにもその事をお願いしていきたいと思います。
定例理事会と臨時総会を10月20日に行います。

また、次回は創立記念例会となっております。

出欠の返事は期日までにお願いします。10月

18日午後2時に道の駅で交通啓蒙活動の案内が

きております。よろしくお願い致します。

谷口会長

野村幹事



　　  　　お願いします。

村瀬正明　娘が空手全国大会で3位になりました。
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月曜日>　広 尾 Ｒ Ｃ：日高信金広尾支店２Ｆ　       　<水曜日>　音 更 Ｒ Ｃ：ハピオ木野コミュニティーホール　         <木曜日>　足 寄 Ｒ Ｃ：足寄銀河ホール

　　　　　帯広单ＲＣ：北海道ホテル                                        帯 広 Ｒ Ｃ：ホテルノースランド帯広　　　　　　  　               清 水 Ｒ Ｃ：清水町中央公民館

<火曜日>　芽 室 Ｒ Ｃ：めむろーど２ＦセミナーホールⅡ          　上士幌ＲＣ：川 村 会 館　　　　　　　　　　　　　　　           帯広西ＲＣ：北 海 道 ホ テ ル

　　　　　帯広東ＲＣ：帯広ワシントンホテル　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　                                   　<金曜日>　帯広北ＲＣ：ホテルノースランド帯広
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谷口善一　地区大会参加ありがとうございました。

畠山誠一　地区大会出席ありがとうございました。

広瀬敏之　地区大会皆様大変ご苦労さまでした。

千葉　悟　出席委員長　

メークアップ 欠席 出席率

　　　　　の皆さん、本当に喜んで帰国しました。

石王　亨　妻の誕生日にお花をありがとうございました。

富田秀彦　誕生日のお花ありがとうございます。

田中義博　妻の誕生日にお花をありがとうございました。

向平敏孝　野遊会に沢山の参加ありがとうございました。

　　　　　初孫が無事産まれました。

山本英明　製粉工場建設します。　応援よろしく

黒川吉一　ご協力ありがとうございました。　インドネシア

2500地区米山記念奨学会運営副委員長 渡辺 喜代美 様

米山奨学生（帯広畜産大学修士課程2年） エリヘム 様

ご紹介いただいた渡辺です。 今日は米山奨学制度についておさらいを

したいと思います。 米山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に私費

で在留している外国人留学生に対し、日本全国のロータリアンの寄付金を

財源として、奨学金を支給し支援する最大の民間の奨学団体です。特徴と

しては、お金だけでなくクラブ毎にお世話をする事と、そこにカウンセ

ラーを置いて支援を行う事が特筆すべき事だと思います。 この事業は当

初、東京ローターリークラブの1事業として始まりましたが、日本のロー

タリー全体の事業となり、２００２－２００３のタイのビチャイラタクル

さんがＲＩ会長の時にこの事業を非常に理解して下さり、ロータリーの奉

仕事業として、ロータリーのマークを掲げて活動できる事となりました。

米山の奨学生はアジアを中心に110カ国１万五千人を超える留学生を受

け入れており、多くの国際社会で活躍する優秀な留学生を排出しておりま

す。 現在、米山奨学生の採用数は、年間800人。２５００地区では１

０名、第６分区では３名の留学生を受け入れています。 音更クラブでも

昨年のオユーナさんを含め３名の留学生のお世話をいただいておりますが、

２００６－２００７年にお世話頂いた、マレーシアのチョウさんは福島の

製薬会社で活躍され、福島に新しくできたロータリークラブにも入会され

ているそうです。 さて、この８００名の奨学生に対し必要なお金は約十

四億五千万円で皆さんからの普通寄付、特別寄付で賄われており、昨年度

は赤字で基金を取り崩しました。そして２５００地区の寄付は初の全国最

下位となりました。普通寄付金に対する税制上の優遇制度もできました。

米山奨学制度の趣旨をご理解いただき奨学生を支えて下さるようお願い致

します。


